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並裂魚礁設置効 果認定調査

I 調査目的

担当者橋殖課長頼 茂

主任研究員 高橋邦夫

技 師青山被夫

並型魚在住設置後(1'生産効果ならびに経済効果を把握し，今後における魚礁設置についての知見

を得るためにおとなった。

E 調査内容

は} 調査期間

(2) 調査場所

昭和 431E 5月 18-昭和 44年 3月 31日

東部平内町 小湊漁業協同組合地先

(31 調査項目

(イ)魚礁設遊場所の位置確認と環境調長

(ロ)魚礁設置状況調査

や~ ~魚礁利用度及び漁獲量調査

(=j 魚礁周辺の魚種組成調査

(ホ}魚礁に対するアシケート諸王室

(4) 認査方法

(イ)，こついては六分伎による 3点挟角法によって位置の縫認をおとなう一方，魚探によって海

暖地形，魚礁の概況を把握し，絡上より環境観測そ実絡した。

(ロhこついてはアクアラングによって沈設したプロックの状況調査をおこなった。

レ材、)については擦念競叉は玩制により，料については三枚網による漁獲試験を実機しで。

盟諸査結果

(1) 位置及ひ.設置状況並びに環境状況は第 1表第九 2留のとおりであるが，プロックの破損し

たものが案外少なかったσsは， ;.表質の I~j係によそものと思われる。

(2¥ 海底地形は緩勾配で，魚礁設誼笥所の水深は 16......34 mの閣で，:~~質は沼士号が多く，砂防池

帯は 7ケ所のうち 2ケ所(昭 37. 昭 40 )だけであco

(31 魚礁に嫡集する魚極はソイ，アイナメを主体とし，メバル・ギンポの顧でar.ちるが，ブロック

に附走きする生物はその注額も多く待iこホヤは副崖物として収獲されている。

(41 魚礁の:f.fJJ日については第 2， 4表に示すように昭和 37年度の魚礁がむもよく利同され，そ

の時期は 4-1 1月の聞で年間ヲ B日以上の利用度である。

(51 魚礁及びその周辺において漁獲される魚種は Yイ・アイナメ・カ νイの 5槌であるが，これ

らはアイナメ箆，一本的，延縄，刺絢によって漁獲され℃いる。

子夫伎、を利用する組合員の魚礁から水錫げする比率は総水揚に対して 35 o;b以上最高 81弘を占
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めている。

(6) 魚礁設震による漁獲量の増は偲人によって異なるが 10 - 4 0 喝の増が認められる。

(7) 三枚網による漁場試験の結果は第 5表のとおりで魚種並ひ.に漁獲状況は時弱者な変化はなく，

大体コンスタシトに漁獲されている。

なお害容 2表と第 4表の結果が客々一致していることは組合が魚礁に関心を示している証左であ

ると同時に魚礁設置による漁獲の向上効果が現われてきていると見倣してよいだろう。

W 考察

(1) 当組合における今後の魚礁設置に当つては，魚礁及びその周辺で河年を逓じ最も漁獲され且

つ経済的にもクエイトを占めるソイ・アイナメといった魚種を中心として，との地先に回遊し

てきたものを少しでも長期間滞脅させその移動を或る程度阻止し得るような考え方，即ちこれ

までの部落別地先に点々と設置するのではなく漁場の綜合利用という観点に立脚して漁獲効果

を~，(fるような魚礁配置の工夫考慮が望ましい。

(2) 従ってこの地先において電的かつ経済的にウエイトを占める魚種 (:Jイ・アイナメ)の生態

と併せて環境条件の調査を継続して実権する必要がある。

(19 6 9，~ι魚礁設置賜に伴う効果認定謁査報令書掛)
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12! 
第 1 表 設 置 し Fζ 魚 礁 σ五 位 震 及 ぴ環境

年 度 位 置.
距岸距 j-i量 プロック水深底迂|

の退及び
魚礁の長さ投入個数透 明度

大島灯台一-46・05~一一太栗山 白砂より直線垣法 窓 2r可 :26砂a~和 37 年度 大栗山一-31 020 '-一丸 Ul 守50ηz 150~3i 

大東山一一旬、5'一一安井崎
L=507n 1 4ηz 

CXW30m) 4主

安井崎灯台-54030'一一一一丸 山 安井崎より婚主 窓 2面 25ηz 
、.包

昭和 38年度 安井崎灯台-21045'50"--引越山 1，250η1 i 00伺 泥

L = 50 7n 
，ヲ'ヨι」 1 6ηz 

冷水山一 51・40'30"-引越山 立石より直鋲離 窓~ 6商 29.5-30 m 

昭和日伝度 安井崎灯台ー 2.01'50"--引越山 1，650刀E 1 70 !密 泥

L = 70万Z 19m 

安井崎灯台一 51"29'40"'-高森山 浅所より 窓 6商 1 9.5 m 

昭和 40仔.度 高森山一日勺7'50" 2.90 0 7花 1 65個 泥

、生 L = 50ηz 1 3ηz • 
安井崎灯台一日042'20"一高森山 浅所より 窓 4面 19.8 m 

昭和 41年度 高森山-68020 '10"ーち〈i 時富子岳 2.8.50 m 1 82偲 泥

L = 40 m 15m 

一、弁慶内より 窓 34m 

昭和 42忽度 (安井崎灯台 7"0) 2，150 m 1 86 f国 醸

L=1日日 ηz 1 7.5ηz 

高 森 山 -63045'ー『安井 l[ffij 浅所よれ 窓 6商 16.3 m 

昭和 43年度 !l高森山-72百'一官歩帽子岳 2.350η1 350鏑 砂泥

一

!昭和 3D

-t σ3 他 昭有]3 7の魚礁J司辺に法的あり(4トン 2笠， 3 トシ 1隻)

昭和 40の魚、球、月辺町こ沈的.t，り(40， 20， ~ 2， 7トン各1隻)
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設置状況 考分散埋没状況 附着生物 虫青集魚 備

s 
ニ段重ねのものもある I0.01ケ/m2(30 X.35 m ) 

縦位置 2/3 I破 損 な し

横位置 1/3 I ( 14ケ)• 
邑

積重ねたし

縦位置 3/5 

横 位置 2/5 

積重ねなし

縦位置

横位置

2/3 

1/3 

-ホヤ
ヒメエプボラ
ナマコ
ムラサキクニ

(海藻全然なし)

ソイ(上~ I事業費
アイナメ(中) 1 755千円

投入年月日
3 7. 8. 5 

メ

一
イ
ナ
ポ

一

イ

ン

一
ソ
ア
ギ

一

イ

イ

問

一

ガ

ガ

ポ

ラ

キ

ス

ツ

ザ

ヅ

ノ

ジ
ヤ
カ
ワ

ν

フ
ホ
ア
ホ
ム

0.03伺(30X 25m) 

破績なし埋没している

(26ケ)

0.02f毘/m2(30 X 25m) 

埋没 (10X90cm) 

( 1 2ケ)

-ホヤ(.1 0 %) 
ブジツボ
群体ボヤ
イワム乙/
海綿

4. 3.2設のものもあり

3 9. 1 O. 1 5 

一 (20X20m)

埋没 (40cm湿度)
破 損 な し

5 3 9干阿

38. 9. 1.1 

';l 1 
ア4ナメ
メ"，;レ

8 .1 9千円

ボ
メ
ン

イ
ナ
ギ
ル

イ
ヲ
ハ

ソ
ア
フ
メ

V
4
l
i
e
i
-
-

，f
一、‘，
F

、E
J
m
τ
J匂

効

イ

/
ωボ
ロ

(
叶
/
ド

ヤ
ジ
イ
ニ

ホ
フ
ハ
ウ

• 
8 4 0 f叫

4 O. 8. 25 

後重ねのところホり

続位置 10/17 

- i， コトマゴ

ー一一一一一一一一一十一一一一一一一一ト一一一一一卜一一一一ーベ一一一一一一
・ホヤ(50%) じノ イ
フジツボ ! イナメ
詩体ボヤ |メパル
i毎綿 |ギシポ

丸

一 (30X25m)

埋没(30-40cm) 

破損なし
( 34ケ)

横位置 7/17 

時一一斗

9 5 6 f内

4 1. 8. 31 

1. 0 2 0 ffq 

.12. 8.31 

'" 

1， .1 日 C 千円

ー上ιにど:
ーー
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図況状置設礁魚iJU 年各第 2閣
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主白唱f兄状月j手目グコ穫、魚
ヰo.

ヨえ2 第

音色に遣をーかけな刀ミっ

た。

小ドラム缶に納を張

って禾iJ!召した。

ソイ(]'.入りはよかっ

たがアイナメの入り

はよくなかった。

誌に遣をかけだした。

!込上

アイナメ議の変遷

w隻 1，500個

「ドラム 50ケ6こ鑓、

100ケの割合 ♂ 

る00個

?口;宴 1，5GO i国

7隻 1，600f図

4隻

昭:fU40年

B召;fJ42J ff 

昭和 33年

昭和 38年

。J…... o昭和 37年度分(]'，魚礁に魚がつ〈。

。昭和 41年(Ilアイナメ ρ 漁獲を H10とした場今

昭和 42伍 5日 昭和均年は 30である，

a昭和 37.38年度の魚礁における月別漁獲説合

は 5月 30%， 6.ヲ.10月は各 2日%唱 10月

10%である。

K.….. Q 昭和]4口伝は特にソイ、アイナメが多く海藻

の繁五島も非常によかった。

@カレイ刺網(.10反)によるカレイlJl漁獲割合は

清水川地先 5日必

小 J奈が 20 % 

田の沢 /1 30 % 

- 2.49 ~， 250ー

@昭和 37年度分の魚礁によく魚がつく

。アイナメは海底がJ呂場でない方がよい

a ブイはプロ Yクの範囲内に落ちる籍のみし

か入らないがアイナメはその周辺でも入る。

司……。魚礁設資前の昭和 36年以前に比べて，設置一

したことによって 30S誌の場収

。昭和 37佳度旬、礁とその周辺の沈拾の利用

割合は 7 3でその水揚はる5 35の割合

である。

I……。カレイの漁獲

λ……，.昭和 37tt度分の魚礁に最も魚がつ〈

c ...... "漁獲割合について
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hef子知礁の周辺に三枚網を 3-.._， o反っけふ
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。昭和 .112伍 f芝分の魚礁には魚の蛸壌がう>-い。

。漁獲 i調会
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.. 明耳・

試験漁 獲るよ』ζ綱枚第 5表

漁獲量 i反当り平均
よ長数と重量

漁

平均
8，3尾
42 Kii' 

獲 物

アイナメ 73尾 lガヤ 176尾|ソイ 80尾|タナゴ 71尾

1 5-2.5 C11t (i損}

8-1 2反

ソイ 26尾|タナゴ 1，1昆

ソイ 1白石記長
2日-，')0川?とJotア

一寸:τ~ァ.C::-寸}
Yイ 72尾!:0叶Mil

6...._j 8聞い 6-22em I ~とfJ;JJ引
ー十一一一一ト一一一一竹一一一一一ご一
iガヤ 422尾 1:;イ 68尾 ffTFf尼 i

7 -1 ') (~m 11 8 -? ? cm 1手しイ11川丞 11071均| 合

守】』 ι12 S-.? 3 cm 1 I 

ート一一一一十一一一一トー

ソイ 69尾 i?ごコ・f，:尾 I I反当

i 2山 c m l M 1 4尼!1 20.8引 1
u -.  i 24-27側 i

，18反 20-30ClIl る-12 l"tn 

平均
7.2 )毛
38 Kif 

58 昆ガヤアイナメ 17尾8反

平均
7.3尾
75均

平均
20尾
93 Kg 

区平均
守.4尾
65 K9 

平均
2.4尾

7 K9 

663尾ガヤ

iつ1 "1 I 0 日間 1 6.2 I 1 0-12反
年 I~ r. ..;t I 1 

度 lij?;ffM l1 3時間 1 8.2 'c 

5 日 t~iJ 1 1 5.0 

5時間! i 7.2'0 

5時間い 3.0引

玉川町!と ?1 4臼!羽 (?0111~12反!アイナメ 9自民

主E I によ士土~. I 角 v I 1 1 8-22 (澗 r~ 

度(ぶibZM;15時聞い 1・5℃( 71反 !1N2匂

1 6反

反当
91.3 K9 

12-1 8αn 

52反

1 5 ')尾)jヤアイナメ 89尾

15-22仰

1 6-22 cm 

l
N
2
1
 

i反当
92.8均(

8-1 8α'Il 

ガヤ 770尾アイナメる 6尾

1 6-20 cm 

アイナメ 78昆
1 5-22ω 
1.5-1.88 K9 

8-1日反

48反

66反

7-1 4ω'll 

6 cm 内 相 自2.♀5 X 20刀14.5 crs 内網目1.8 X 30ηz 使用した三枚綱のと足価

守口R

45 cm 

/1 

/1 

中

外

5.4 C刀i

24.0 cm 

11 

11 

中

タL



第 4 表 魚礁に倒するアシケート表

~t裂 f 地区)魚礁利用状況調査票

所属組合名 氏名 年令

漁業種額 漁絡名 屯数 馬力

1. a民なたはコンクロートプロ Yクの人工魚礁が設置されていることを知っていますか。

イ 知っている 20/20 ロ 知らない

2 その位置を知っていますか。

イ 知っている 20/20 ロ知らない

3. 人工魚礁を利用したことがありますか。

イある 20/20 ロ ない

4. 何月に示3用しましたか。

/ 4  -1 0月H ・...9. 4-9月…… 1・4-7月…… 4.1:こ;in---1¥

.1-11月l ~~-. ..n~.... J 
¥ .1-7 口-司口 1 0 -1 1口 許 .~口 / 
¥ - 対…… -7  …… 2 片・・・・・・ 1.5-10月…… 11'-9-10 n ・ ~ - ，ノ』・ 5-7 n " ~・ v ノ J •• 

5. 一番多く利用した月は何月で.何日位ですか。t:月 1 1件 … 178-3.22日一 2. 2 1日一 1.18B-1

6月 y 件 228-2.208-3.1る臼ー 2

5月 2件 208-1.22日-1

6. ー忽に何日間位利用していますか。また.一年閣の総出漁日数は何日位です治、

・利用日数 90日以上 13. 60-90臼 7 

・出漁B数 2108-3.220日一 5. 1 60日一 2. 200白-.1， 2508-1 

1 80日-3，2308-1，240臼-1

7. 従来から利用している漁場と比べて人工魚礁は

イ優れている 20/20 ロ同 じ位 ハ劣っている

8. 人工魚礁を設債した場所は従来漁場として利用されていましたか。

イいた 20/ 20 ロいない

主として何魚を対象として ソイ.アプラメ

9. 人工旬、礁での漁獲量は蕊なたの一年間の魚獲量P何%位ですか。

.1 %-11 30場 .......8 50 q{， 以 上 -1

1 O. 人工魚礁で漁獲した魚の名前を多くとれたji僚に 5穏類記入して下さい。

(ソ イ) (アイナメ) c-メノ" Jレ)

一252-
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1 1. 以前に棲んでいた魚で人工魚礁設置後増えた種績にどんなものが忠りますか。

(ソ イ) (アイナメ) (メノ~ Jレ)

1 2. 人工魚礁設置前にはみられず.設置後新しくみられた魚にはどんなのが疾りますか。

タナゴ--6 f牛

1 3. 人工魚礁の造成効果についてどう思いますか。

イ 効果がある 20/20 ロ効果がない ハわからない

1 4. 効果があるとすれば

イ 昼間を通じて漁獲が安定した……・・H ・H ・..・……...・ H ・20/20

ロ 高級魚、がとれるようになり.水揚金額の増収になった

ハ出漁日数が増えた...・ H ・..……...・ H ・..………...・ H ・"…20/20

ニ 燃料が節約されるようになった

ホ 操業時閣が短縮されるようになった

へその他

1 5. 人工魚礁の効果は設震後何i:E位してからでてきたと思いますか。

2年……… 2/2Q. 3 i五・・・…… 18/20 

1 6. 今後も人工魚礁を設置した方がよいと思いますか。

イ 必愛でおる 20/20 

ロ 不要で2F-6

ハわからない

1 7. 設置する魚礁の型(1個}及び大きさは現在のままでよいと思いますか。

もしよくないとすれば.どのような型や大きさがよいと思いますか。

イ 現在のままでよい

ロ 現在のままでよくない

1 9/2 Q 

1/20 
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